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11  nad ≦≦ である。 )11(  nkkad ≦≦ と固定して考えると 

 

kad  となる ),( da の選び方は、 nkada ≦≦ ,1 より kna ≦≦1  kn  通り 

 

dba ≦ となるb の選び方は、 1,,1,  kaaab  の k 通り。 

 

dca ≦ となる c の選び方は、 kaaac  ,,2,1  の k 通り。 

 

kad  のとき、題意を満たす ),,,( dcba の選び方は 32)( knkkkkn  通り。 

 

求める ),,,( dcba の組の数は 
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